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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

今
年
は
、
大
き
な
災
害
事
故
で
、
新
年
を
祝
う
、
出
鼻
を
挫
か
れ
ま
し
た
。 

今
尚
、
被
害
の
全
体
像
が
把
め
ず
（
一
月
十
日
時
点
）
復
興
へ
の
道
筋
さ
え

見
え
な
い
悲
惨
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。 

 

極
寒
で
余
震
の
続
く
中
、
被
災
地
で
は
、
被
災
者
の
茫
然
自
失
の
姿
と
、
多

数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
、
被
災
者
同
志
の
助
け
合
い
、
支
え
合
っ
て
明
日

へ
の
歩
み
の
姿
も
テ
レ
ビ
等
の
報
道
で
知
る
所
で
あ
り
ま
す
。
困
難
な
時
の
地

元
の
人
々
の
助
け
合
い
、
つ
な
が
り
が
如
何
に
大
切
か
を
改
め
て
知
ら
さ
れ
ま

す
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
、
心
よ
り
お
悔
や
み
、

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
被
災
地
の
一
日
で
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

  

佐
田
地
区
公
民
館
が
、
災
害
時
・
平
常
時
を
問
わ
ず
「
つ
ど
う
」「
ま
な
ぶ
」

「
む
す
ぶ
（
つ
な
が
る
）」
場
と
し
て
、
地
域
の
人
々
に
開
放
さ
れ
利
用
し
て
頂

け
る
様
、
ス
ッ
タ
フ
一
同
さ
ら
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

 

お
気
軽
に
、
佐
田
地
区
公
民
館
へ
足
を
運
ん
で
下
さ
い
ま
す
様
、
お
願
い
し

て
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

 

佐
田
地
区
公
民
館 

館
長 

 

安
倍 

邦
昭 

 

令
和
五
年
十
二
月 

三
九
〇
号 

 

佐
田
句
会
十
二
月
十
九
日 

佐
田
公
民
館
（
七
名
） 

 
 
 
 

 

兼
題 

冬
田
、
お
で
ん
、
ク
リ
ス
マ
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 

松 

本 

公 

節 
 

選 

評 

 

〇
妻
と
ゐ
て
話
題
少
な
し
お
で
ん
分
く 

 
 
 
 
 

義 

彦 

〇
大
根
の
大
き
な
お
で
ん
妻
に
分
け 

 
 
 
 
 
 
 

〃 

（
評
）
お
で
ん
二
句
と
も
「
偕
老
同
穴
」
の
夫
婦
が
目
に
浮
か
び
、

羨
ま
し
く
も
、
微
笑
ま
し
く
も
あ
り
ま
す
。 

〇
鍬
を
打
ち
四
隅
を
均
す
冬
田
か
な 

 
 
 
 
 
 

彰 

裕 

（
評
）
四
隅
の
鍬
打
ち
の
景
色
が
浮
か
ぶ
、「
均
す
」
の
リ
ア
リ
テ
ィ

さ
が
佳
い
。 

〇
師
を
惜
し
む
こ
の
一
年
や
十
二
月 

 
 
 
 
 
 

ま
さ
子 

（
評
）
十
二
月
は
草
生
先
生
の
逝
き
月
で
す
。
よ
く
ぞ
句
に
。 

〇
煙
立
つ
冬
田
の
中
の
一
軒
家 

 
 
 
 
 
 
 
 

征 

子 

（
評
）「
煙
立
つ
」
は
冬
田
景
色
の
代
名
詞
で
、
素
直
な
ス
ケ
ッ
チ
を

そ
の
ま
ま
表
現
し
て
、
佳
い
句
に
な
り
ま
し
た
。 

〇
幸
せ
は
親
子
三
代
お
で
ん
鍋 

 
 
 
 
 
 
 
 

美
佐
子 

（
評
）「
お
で
ん
鍋
」
幸
せ
家
族
の
代
名
詞
。
ま
し
て
、
三
代
な
ら
。 

〇
心
わ
く
わ
く
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト 

 
 
 
 

二
三
華 

（
評
）
も
う
、
私
た
ち
は
あ
げ
る
楽
し
み
に
「
わ
く
わ
く
」
し
ま
す
。 

 

選
者
吟 

そ
の
ま
ま
の
冬
田
と
鋤
か
れ
た
る
冬
田 

 
 

 

新
年
一
月
は
佐
田
公
民
館
で 

  
 

一
月
一
六
日 

兼
題
は
松
の
内
、
七
草
、
冬
木
の
芽 

俳 句 教 室 

さだ公民館だより 

迎

春 



企業として心がけたいこと 
 昨年の暮れ、大分市内の歩道を歩いていた知人が、あるお店の看板に額をぶつけて切り、病

院で治療を受けました。 

その看板は、顔の高さで歩道に突き出ていたのです。また、点字ブロックの近くぎりぎりまで

置かれた大きな看板を見たことがありますが、視覚障がいのある方がぶつかりはしないかと心配

になります。道路上に許可なく物を置くことはできませんし、広告物設置についてのルールは厳

守しなければなりません。 

それに、企業の広告一つとっても、法令順守は当然のことながら、それ以上に、障がい者、

高齢者、子ども、外国人など様々な方々にとって、危険でないか、不快に感じないかなどにも

心を配って掲示することが、社会への貢献につながるという視点を持つことが大切なのではな

いでしょうか。 

企業は、商品やサービスなどを提供し、社会に不可欠な存在ですが、ともすれば利益の追求

だけに目が向けられがちです。しかし、社会の一員として果たすべき責任も問われています。 

その責任とは、産地偽装やリコール隠しを行わないといった法令順守はもちろんのこと、そ

れ以上に広い意味で社会に利益を還元することであり、自然環境を守り持続可能な社会を目指

すこと、必要な情報を開示すること、消費者や従業員の人権を守ることなどです。 

社会的責任を果たすことは、企業への信頼を高め、競争力を向上させるとも言われます。 

企業で働くみなさん、社会的責任を果たすことは、企業自身にも、社会全体にもプラスにな

ることです。もう一度、見つめ直してみてはいかがでしょう。 

 

大分県人権啓発コラム「心ひらいて」より 

安心院中央公民館   大久保 和則 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和５年度 第２回 

  

本年度第２回あじむ学講座を下記の要領にて実施します。 

皆さんの参加を、お待ちしています。 

記 

〇 期 日   令和６年２月８日(木) １０：００～ 

〇 場 所   安心院中央公民館内 視聴覚室 

〇 講 師   元大分県教育委員会文化課 

             坂本 嘉弘 氏 （挟間町在住） 

〇 演 題  「宮ノ原遺跡出土した土器から見た 

弥生時代の生活」 

い
ろ
ん
な
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
、
海
外
で

は
一
〇
〇
％
マ
ス
ク
は
し
て
い
な
い
。  

 
 
 

日
本
で
も
、
現
在
で
は
約
７
０
％
く
ら
い
の
人
が
マ
ス
ク
を
外

し
て
い
る
と
、
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

先
日
、
近
く
の
ス
ー
パ
ー
へ
買
い
物
に
付
き
合
っ
た
、
店
の
駐

車
場
で
待
っ
て
い
た
、
店
に
出
入
り
す
る
、
お
客
さ
ん
を
眺
め
て

い
た
、
ほ
ぼ
、
す
べ
て
の
人
が
マ
ス
ク
を
し
て
い
た
。 

こ
の
町
は
、
用
心
深
い
人
が
多
い
な
と
思
っ
た
。 

 

佐田公民館だより QRコード 

スマホからカラーで閲覧できます。 


